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● 全国電子部品流通連合会（ＪＥＰ）
● 東京都電機卸商業協同組合（ＴＥＰ）
● 近畿電子部品卸商組合（ＫＥＰ）
● 中部電子部品流通業協議会（ＣＥＰ）
● 関東甲信越電子制御部品流通協議会（ＮＥＰ）
● 中・四国電子制御部品流通協議会（ＣＳＥＰ）
● 九州電子流通業協議会（ＫＲＰ）

■全国電子部品流通連合会／地区情勢報告
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全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）は
̏
月
４
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ツ
ー
ル
で
̏
月
౓
の
ཧ
事
会
を
開
催
し
た
。
ཧ
事
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
ऩ
支
や
த
間

の
報
ࠂ
に
加
え
、「
電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
６
」
や
「
シ
ー
テ

ッ
ク
２
０
２
６
」、『
２
０
２
̓
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
』
の
協
ࢍ
広
ࠂ
の
Ҋ
内
、
今
後
の
ス

έ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
報
ࠂ
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
ঝ
ೝ
さ
れ
た
。
ま
た
各
地
۠
か

ら
の
情
੎
報
ࠂ
も
行
わ
れ
、活
動
報
ࠂ
や
行
っ
て
い
る
औ
り
組
み
に
つ
い
て
ޠ
ら
れ
た
。

԰
ٶ
๕
高
会
長
は
๯
಄
の
ѫ
ࡰ

で
国
際
情
੎
に
つ
い
て
৮
れ
、「
国

内
外
で
ඇ
ৗ
に
૽
が
し
い
情
੎
が

続
い
て
お
り
、
そ
の
行
く
຤
を
Ҋ

͡
て
い
る
。

先
行
き
が
ෆ
ಁ
໌
で
あ
る
こ
と

は
、
զ
々
の
࢓
事
に
と
っ
て
も
ݫ

し
い
ঢ়
گ
と
ݴ
わ
ざ
る
を
ಘ
な

い
。
զ
々
の
業
ք
に
お
い
て
も
、

サ
プ
ラ
イ
ν
ェ
ー
ン
へ
の
Ө
ڹ
な

ど
を
৻
重
に
見
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
ঢ়
گ
の
時
だ
か
ら

こ
そ
、
皆
様
と
情
報
を
共
༗
し
、

஌
ܙ
を
出
し
合
っ
て
い
き
た
い
と

ࢥ
う
」
な
ど
と
ѫ
ࡰ
。

ࣄ
຿
ہ
͔
Β
ͷ
ใ
ࠂ

続
い
て
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
渡
ล
ۈ
事
務

ہ
長
か
ら
、
次
の
事
務
ہ
提
Ҋ
と

報
ࠂ
が
行
わ
れ
た
。

（
１
）
ୈ
51
回
通
ৗ
総
会
ऩ
支
報

ࠂ
に
つ
い
て

（
２
）
２
０
２
５
年
౓
த
間
（
ྩ

和
̓
年
９
月
～
ྩ
和
８
年
２
月
）

ऩ
支
報
ࠂ
に
つ
い
て

（
̏
）
Ｐ
̡
อ
ݥ
の
募
集
（
Ҋ
）

に
つ
い
て

（
４
）
ੵ
立
年
ۚ
共
済
地
۠
ผ
加

入
ঢ়
گ
に
つ
い
て

（
５
）「
電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
６
」
関
連

に
つ
い
て

（
６
）
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
５

ऩ
支
決
ࢉ
報
ࠂ
ٴ
び
地
۠
ॿ
成
ۚ

に
つ
い
て

（
̓
）
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
６

実
行
予
ࢉ
（
Ҋ
）
に
つ
い
て

（
８
）
２
０
２
̓
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名

簿
協
ࢍ
広
ࠂ
募
集
に
つ
い
て

（
９
）
ཧ
事
会
等
の
今
後
の
日
ఔ

（
Ҋ
）
に
つ
い
て

（
１
）
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

５
年
10
月
に
開
催
さ
れ
た
ୈ
51
回

通
ৗ
総
会
の
ऩ
支
໌
細
ॻ
を
ج
に

આ
໌
が
行
わ
れ
た
。

（
２
）
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

６
年
２
月
຤
日
時
点
に
お
け
る
ି

आ
対
র
表
と
、
２
０
２
５
年
౓
ऩ

支
決
ࢉ
த
間
報
ࠂ
ॻ
を
ج
に
、
આ

໌
が
行
わ
れ
た
。

（
̏
）
に
つ
い
て
は
、
団
体
の

Ｐ
̡
อ
ݥ
に
つ
い
て
、
４
月
Լ
०

に
資
料
を
送
෇
し
、
募
集
の
క
め

੾
り
を
６
月
1�
日
、
อ
ݥ
料
෷
ࠐ

期
日
を
̓
月
24
日
と
す
る
予
定
で

あ
る
こ
と
を
આ
໌
。

（
４
）
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ

ੵ
立
年
ۚ
共
済
੍
౓
の
地
۠
ผ
加

入
ঢ়
گ
と
੍
౓
運
Ӧ
අ
地
۠
ؐ
෇

ֹ
に
つ
い
て
આ
໌
が
行
わ
れ
た
。

（
５
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
10

日
～
12
日
に
掛
け
౦
ژ
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
౦
展
示
౩
で
電
子
機
ث
ト
ー

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２

６
（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）
を

開
催
。
そ
の
構
成
展
示
会
と
し
て

Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ
ｃ
ｓ

Ｃ

ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

ˍ

̪
ｎ

ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
Ｅ
Ｃ
̪

Ｓ

ｈ
ｏ
ｗ
）
を
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
と
౦
ژ
都

電
機
Է
঎
業
協
同
組
合（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

が
共
催
す
る
こ
と
を
ड
け
、
２
月

26
日
時
点
で
の
Ｅ
Ｃ
̪

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
へ
の
出
展
ঢ়
گ
を
報
ࠂ
。

ま
た
今
年
౓
の
展
示
会
は
、
൒

導
体
産
業
展
と
同
時
開
催
に
な
る

こ
と
か
ら
、
来
٬
数
の
૿
加
が
見

ࠐ
ま
れ
る
こ
と
も
報
ࠂ
。

（
６
）
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
５
ऩ
支
決
ࢉ
報
ࠂ
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ॻ
を
ج
に
આ
໌
。

（
̓
）
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
実
行
予
）ࢉ
Ҋ
）

を
ج
に
આ
໌
。

（
８
）
に
つ
い
て
は
、
２
０
２

６
年
10
月
13
日
～
16
日
に
幕
張
メ

ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ

Ｃ
２
０
２
６
等
に
お
い
て
配
布
さ

れ
る
『
２
０
２
̓
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名

簿
』
の
協
ࢍ
広
ࠂ
募
集
に
つ
い
て

આ
໌
ớ
˞
̔
ท
ࢀ
র
Ờ。

（
９
）
ཧ
事
会
等
の
今
後
の
日

ఔ
（
Ҋ
）
に
つ
い
て
は
、
̓
月
̓

日
に
̬
ｅ
ｂ
で
ཧ
事
会
を
開
催
。

９
月
15
日
に
؂
事
会
を
実
ࢪ
。
Ｊ

Ｅ
Ｐ
総
会
に
つ
い
て
は
、
10
月
９

日
の
実
ࢪ
。
ࡢ
今
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
情

੎
を
考
え
、
少
し
で
も
経
අ
を
࡟

減
し
な
が
ら
総
会
を
行
う
た
め
、

全
国
Ո
電
会
館
の
５
階
ߨ
堂
で
今

回
は
行
う
。
ま
た
同
日
14
時
、
総

会
લ
に
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ཧ
事
会
を
行
う
予

定
と
し
て
い
る
こ
と
を
報
ࠂ
し

た
。

஍
۠
৘

੎
ใ
ࠂ

続
い
て
、
各

地
۠
か
ら
活

動
・
地
۠
情
੎

の
報
ࠂ
が
行
わ

れ
た
。

˔
౦
ژ
౎
ి
ػ

Է
঎
ۀ
ڠ
ಉ
૊

߹
ớ
̩
Ｅ
Ｐ
Ờ

Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
活

動
・
地
۠
情
੎

報
ࠂ
に
つ
い
て

は
、
দ
本
年
生

ઐ
務
ཧ
事
か
ら

次
の
よ
う
に
行

わ
れ
た
。

現
ࡏ
の
Ｔ
Ｅ
Ｐ
会
員
数
は
、
組

合
員
１
１
２
社
、
ࢍ
ॿ
会
員
21
社

と
な
る
。
ྩ
和
̓
年
౓
９
月
以
߱

の
報
ࠂ
に
な
る
。

Ｔ
Ｅ
Ｐ
は
９
月
４
日
、
ୈ
36
回

新
Ӷ
社
員
６
カ
月
後
フ
Ỽ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
会
を
開
始
し
、
12
社
か

ら
26
名
が
参
加
。

９
月
５
日
に
は
年
ۚ
・
経
済
ಛ

ผ
ߨ
ԋ
会
を
౦
ژ
都
電
機
企
業
年

ۚ
ج
ۚ
と
共
催
、
̬
ｅ
ｂ
と
リ
ア

ル
の
会
場
で
開
催
し
、
２
０
̓
名

が
参
加
。

９
月
̓
日
に
は
ୈ
１
１
̏
回
਌

善
野
ٿ
大
会
を
開
幕
し
、
毎
ि
日

༵
日
の
４
日
間
、
野
ٿ
を
通
͡
て

࠙
਌
を
深
め
た
。

９
月
12
日
に
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
؂
事

会
、
９
月
26
日
に
は
੩
Ԭ
県
の
グ

ラ
ン
フ
ィ
ー
ル
ズ
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ
で
ୈ
20
回
਌
ກ
ΰ
ル
フ
コ
ン

ϖ
を
行
っ
た
。

10
月
８
日
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
ཧ

事
会
と
ୈ
51
回
総
会
を
、
౦
ژ
Ψ

ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
開
催
。

10
月
14
日
～
17
日
に
は
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
５
が
幕
張
メ
ッ
セ

で
開
催
さ
れ
、ブ
ー
ス
出
展
し
た
。

11
月
̓
日
に
は
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ཧ
事
会

を
開
催
。

11
月
12
日
に
は
「
で
き
る
Ӧ
業

ඞ
ਢ

生
成
Ａ
Ｉ
活
用
術
研
修

会
」
を
開
催
し
、
13
社
か
ら
43
名

が
参
加
。

11
月
14
日
に
は
ୈ
̓
回
਌
善
ボ

ウ
リ
ン
グ
大
会
を
౦
ژ
υ
ー
ム
ボ

ウ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、

16
ν
ー
ム
が
参
加
し
た
。

12
月
５
日
に
は
Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
๨
年

会
を
上
野
౦
ఱ
ߚ
で
開
催
し
た
。

ྩ
和
８
年
１
月
８
日
に
は
Ｔ
Ｅ

Ｐ
と
日
本
電
化
協
会
が
共
催
し
、

新
年
名
ࢗ
交
׵
会
を
全
国
Ո
電
会

館
５
階
ߨ
堂
で
開
催
。

１
月
23
日
に
は
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ཧ
事
会

を
開
催
し
た
。

こ
れ
が
今
ま
で
の
こ
と
に
な

る
。４
月
以
߱
の
予
定
と
し
て
は
、

４
月
１
日
に
ୈ
6�
回
新
Ӷ
社
員
ڭ

ཆ
ߨ
࠲
、
４
月
２
日
～
̏
日
に
は

ୈ
50
回
新
Ӷ
社
員
ૣ
期
戦
ྗ
化
ゼ

ミ
ナ
ー
ル
、
４
月
５
日
に
は
ୈ
１

１
４
回
਌
善
野
ٿ
大
会
の
開
幕
を

予
定
し
て
い
る
。

ま
た
４
月
̓
日
に
は
、
ୈ
21
回

਌
ກ
ΰ
ル
フ
コ
ン
ϖ
を
૬
模
ݪ
ΰ

ル
フ
ク
ラ
ブ
で
予
定
。
４
月
14
日

に
は
؂
事
会
、
４
月
15
日
に
は
ୈ

21
回
新
Ӷ
社
員
１
年
後
フ
Ỽ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
会
、
４
月
16
日
に
は

Ｔ
Ｅ
Ｐ
ཧ
事
会
、
５
月
８
日
に
は

Ｔ
Ｅ
Ｐ
の
ୈ
77
回
通
ৗ
総
会
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。

౦
ژ
の
地
۠
情
੎
だ
が
、
৭
々

と
࿩
を
ฉ
く
と
、
ࡢ
年
の
12
月
Ґ

か
ら
動
き
が
ྑ
い
。
ड
஫
と
ച
り

上
げ
が
、
ྑ
い
数
ࣈ
に
な
っ
て
い

る
か
と
ࢥ
う
。

し
か
し
、
世
ք
の
情
੎
が
よ
く

分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
か
が
分
か
ら
な
い

が
、
今
の
と
こ
Ζ
は
少
し
ྑ
い
の

か
と
ࢥ
っ
て
い
る
。

˔
ۙ
ـ
ి
ࢠ
෦
඼
Է
঎
૊
߹
ớ
̠

Ｅ
Ｐ
Ờ

̠
Ｅ
Ｐ
の
活
動
と
近
ـ
地
۠
情

੎
報
ࠂ
に
つ
い
て
、
௽
ా
఩
࢘
ཧ

事
か
ら
次
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

近
ـ
の
経
済
動
向
だ
が
、
近
ـ

ݍ
に
は
電
子
部
品
メ
ー
カ
ー
の
主

要
拠
点
に
加
え
て
、
ロ
ボ
ッ
ト
、

工
作
機
ց
、
車
ࡌ
関
連
の
༗
ྗ
企

業
が
多
数
集
ੵ
し
て
い
る
。

ま
た
現
ࡏ
の
動
向
と
し
て
は
、

生
成
Ａ
Ｉ
関
連
の
イ
ン
フ
ラ
ध
要

が
ඇ
ৗ
に
ݎ
調
な
一
方
、
一
般
産

業
機
ث
や
一
部
の
車
ࡌ
市
場
で
は

ࡏ
ݿ
調
੔
の
Ө
ڹ
が
৭
ೱ
く
࢒
っ

て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
変
化
の
ߥ

೾
こ
そ
が
、
サ
プ
ラ
イ
ν
ェ
ー
ン

෭ձ௕ɻ̟̥̚ݟߐձ௕ɺٶ෭ձ௕ɺ԰ࡔΒ͔ࠨ
ՃࢀʹձࣄΒཧ͔ہ຿ࣄ
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の
進
化
が
問
わ
れ
る
場
面
。

̠
Ｅ
Ｐ
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
、
Ｉ

ｏ
Ｔ
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
Ϊ
ー
と

い
っ
た
新
ྖ
域
を
新
た
な
成
長
の

機
会
と
ଊ
え
、
次
の
２
点
を
活
動

の
ப
と
し
て
い
る
。

１
つ
は
、地
域
社
会
の
活
ੑ
化
。

近
ـ
の
産
業
ج
൫
を
支
え
る
企
業

群
と
密
に
連
携
し
、
地
域
か
ら
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
後
押
し
す
る
౔

৕
を
ৢ
成
す
る
と
い
う
こ
と
。

も
う
１
つ
は
、
新
ྖ
域
へ
の
挑

戦
と
活
ੑ
化
。
̠
Ｅ
Ｐ
会
員
企
業

と
公
共
機
関
、
関
連
団
体
な
ど
と

の
連
携
を
す
る
こ
と
と
、
そ
こ
か

ら
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
の
マ

ッ
ν
ン
グ
を
ڧ
ྗ
に
推
進
す
る
こ

と
で
、
組
合
と
し
て
業
ք
全
体
の

活
ੑ
化
を
図
っ
て
い
く
。

௚
近
̏
カ
月
の
̠
Ｅ
Ｐ
活
動
報

ࠂ
に
つ
い
て
報
ࠂ
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

こ
の
̏
カ
月
、
̠
Ｅ
Ｐ
で
は
現

場
ࢹ
࡯
と
਌
ກ
、
広
域
連
携
を
࣠

に
活
動
を
展
開
し
た
。

２
０
２
５
年
12
月
に
は
๨
年
会

を
開
催
し
た
。
組
合
員
間
の
活
発

な
情
報
交
׵
を
目
的
と
し
て
、
46

名
が
参
加
。

２
０
２
６
年
１
月
14
日
に
は
ཧ

事
会
と
新
य़
լ
ࢺ
交
׻
会
を
開
催

し
た
。
こ
れ
は
ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ

大
阪
で
行
わ
れ
、
ཧ
事
会
で
は
広

報
ツ
ー
ル
の
࡮
新
や
次
世
代
ҭ
成

を
見
ਾ
え
た
電
子
工
作
ڭ
ࣨ
の
実

ࢪ
に
加
え
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
と
の
連
携
ڧ
化
に
つ
い
て
協
ٞ

を
し
た
。

続
く
լ
ࢺ
交
׻
会
で
は
来
ෂ
15

名
を
ؚ
Ή
合
計
１
０
２
名
に
ご
参

集
い
た
だ
き
、
こ
の
１
年
を
উ
ち

抜
く
決
意
を
新
た
に
し
た
。

１
月
28
日
に
は
Ｃ
Ｅ
Ｐ
新
य़
լ

ࢺ
交
׻
会
に
出
੮
し
た
。

２
月
６
日
に
は
新
य़
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
心
ࡈ
ڮ
サ
ン
ボ
ウ
ル
で

開
催
し
、
企
業
、
部
ॺ
の
࿮
を
ӽ

え
た
਌
ກ
を
深
め
た
。

今
後
に
つ
い
て
は
、
本
年
౓
は

役
員
改
બ
の
年
に
当
た
っ
て
お

り
、
役
員
改
બ
の
४
備
を
ॗ
々
と

進
め
て
い
る
。
次
期
組
৫
体
੍
を

支
え
る
役
員
બ
考
等
の
४
備
を
行

っ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
行
事
予
定
は
、
̏

月
以
߱
も
஌
見
を
深
め
る
活
動
と

連
携
の
ڧ
化
を
ܧ
続
し
て
い
く
。

̏
月
18
日
は
̠
Ｅ
Ｐ
の
̏
月
ཧ

事
会
お
よ
び
ྫ
会
を
行
う
。
こ
の

ྫ
会
に
つ
い
て
は
、
工
場
見
学
と

し
て
ࢍ
ॿ
会
員
企
業
の
和
ా
電
ث

の
工
場
見
学
を
予
定
し
て
い
る
。

੡
造
現
場
の
最
લ
線
を
௚
઀
見
学

し
、
流
通
ଆ
と
し
て
い
か
に
෇
加

価
値
を
提
供
で
き
る
か
と
い
う
ٞ

࿦
を
今
後
、
進
め
て
い
き
た
い
と

ࢥ
っ
て
い
る
。

４
月
22
日
は
Ｃ
Ｅ
Ｐ
が
総
会
を

行
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、
ཧ
事

長
を
ؚ
め
て
出
੮
し
、
ۓ
密
な
連

携
を
さ
ら
に
具
体
化
さ
せ
て
い
き

た
い
と
ئ
っ
て
い
る
。

６
月
に
は
定
時
総
会
が
あ
る
。

新
体
੍
の
ધ
出
に
;
さ
わ
し
い
総

会
と
な
る
よ
う
४
備
を
進
め
て
い

く
。結

び
に
、
電
子
部
品
流
通
の
未

来
は
、
ࢲ
た
ち
が
１
人
ひ
と
り
の

ࢤ
と
組
৫
の
࿮
を
ӽ
え
た
連
携
に

܎
っ
て
い
る
。
̠
Ｅ
Ｐ
は
今
後
も

公
共
機
関
や
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
Ｊ

Ｅ
Ｐ
の
一
員
と
し
て
҆
定
供
څ
と

新
た
な
価
値
創
造
で
ྗ
ڧ
く
ݗ
Ҿ

し
て
い
く
考
え
。

な
お
̠
Ｅ
Ｐ
事
務
ہ
が
̏
月
22

日
に
Ҿ
っ
ӽ
し
を
す
る
。
新
住
所

に
な
る
の
で
、
よ
Ζ
し
く
お
ئ
い

い
た
し
ま
す
。

˔
த
෦
ి
ࢠ
෦
඼
ྲྀ
௨
ۀ
ڠ
ٞ
ձ

ớ
̘
Ｅ
Ｐ
Ờ

Ｃ
Ｅ
Ｐ
か
ら
は
、
ࡔ
໌
ݑ
෭
会

ཧࣄձͰ͸ଟ͘のใߦ͕ࠂΘΕͨ
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দ
ຊ
ઐ
຿
ཧ
ࣄ

௽
ా
ཧ
ࣄ

ࡔ
෭
会
௕

長
が
औ
り
組
み
と
地
۠
情
੎
に
つ

い
て
を
報
ࠂ
し
た
。

த
部
地
۠
の
情
੎
報
ࠂ
で
、
ࡢ

年
౓
か
ら
の
変
化
点
と
い
う
と
こ

Ζ
で
は
、
ࡢ
年
຤
、
12
月
ล
り
か

ら
൒
導
体
੡
造
装
ஔ
の
新
し
い
設

備
ߋ
新
で
動
き
が
始
ま
っ
た
こ
と

を
֬
ೝ
し
て
い
る
。

ࡢ
年
12
月
か
ら
今
年
̏
月
に
掛

け
て
ड
஫
が
入
っ
て
き
て
、
次
の

設
備
ߋ
新
を
す
る
と
ฉ
い
て
お

り
、
த
部
地
۠
も
൒
導
体
੡
造
装

ஔ
に
お
い
て
は
動
き
が
出
て
き
た

の
か
と
ײ
͡
て
い
る
。

そ
の
ଞ
で
は
、
ਫ
ಓ
、
Ψ
ス
の

経
年
劣
化
し
た
も
の
に
関
し
て
の

設
備
౤
資
の
動
き
が
だ
い
Ϳ
活
発

に
な
っ
て
き
た
。
そ
の
த
で
、
ݕ

査
装
ஔ
も
し
く
は
ଌ
定
装
ஔ
な
ど

の
設
備
の
ड
஫
の
動
き
が
多
少
だ

が
活
発
に
な
っ
て
き
た
と
ฉ
い
て

い
る
。

自
動
車
産
業
に
お
い
て
も
メ
ー

カ
ー
に
よ
っ
て
、
ྑ
い
と
こ
Ζ
、

ѱ
い
と
こ
Ζ
と
ࠩ
が
出
て
い
る

が
、
ྑ
い
と
こ
Ζ
、
も
し
く
は
ྑ

い
車
種
に
お
い
て
は
好
調
に
推
Ҡ

し
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

１
月
の
լ
ࢺ
交
׻
会
に
お
い
て
、

今
年
౓
に
औ
り
組
ん
で
き
た
生
成

Ａ
Ｉ
と
、
会
員
企
業
が
生
成
Ａ
Ｉ

を
ར
用
し
た
情
報
共
༗
と
い
う
テ

ー
マ
で
ҕ
員
会
を
作
り
、
こ
の
１

年
は
月
に
２
回
ほ
ど
ษ
ڧ
会
を
開

催
し
続
け
て
き
た
。
そ
の
報
ࠂ
を

լ
ࢺ
交
׻
会
に
参
加
い
た
だ
い
た

会
員
企
業
と
来
ෂ
の
԰
ٶ
会
長
、

ߐ
見
෭
会
長
、
経
産
ল
த
部
産
業

ہ
の
方
に
؆
୯
な
ษ
ڧ
会
の
開
催

と
合
わ
せ
て
報
ࠂ
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
。

ҕ
員
会
の
報
ࠂ
と
と
も
に
、
現

ঢ়
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
用
い
た
Ӧ
業
事

ྫ
と
い
う
こ
と
で
、
৭
々
と
ご
協

ྗ
い
た
だ
い
て
い
る
生
成
Ａ
Ｉ
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
の
Ｓ
ｐ
ａ

ｒ
ｔ
ｉ
ｃ
ｌ
ｅ
社
（
ス
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
）
か
ら
ߨ
ࢣ
を
ট
き
、
լ
ࢺ

交
׻
会
の
会
場
で
ษ
ڧ
会
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。

ษ
ڧ
会
で
は
、
զ
々
が
࣋
つ
デ

ー
タ
を
今
後
ど
う
や
っ
て
活
用
し

て
い
け
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と

を
த
心
に
事
ྫ
を
આ
໌
い
た
だ

き
、
経
Ӧ
層
が
生
成
"
*
に
よ
り

ڵ
ຯ
を
࣋
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う

テ
ー
マ
で
実
ࢪ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。皆

さ
ん
か
ら
は
、
೉
し
い
と
い

う
ධ
価
も
い
た
だ
い
た
が
、
े
分

に
ڵ
ຯ
も
࣋
っ
て
い
た
だ
け
た
と

ࢥ
っ
て
い
る
。

そ
の
反
Ԡ
を
ج
に
４
月
22
日
に

は
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
定
時
総
会
が
あ
る
の

で
、
来
年
౓
予
ࢉ
で
も
ษ
ڧ
会
を

続
け
て
い
く
た
め
の
予
ࢉ
を
औ
り

た
い
。
今
年
౓
は
生
成
Ａ
Ｉ
を
用

い
た
情
報
共
༗
、
ࡏ
ݿ
共
༗
を
テ

ー
マ
と
し
て
行
っ
た
が
ϋ
ー
υ
ル

も
高
か
っ
た
の
で
、
来
年
౓
は
生

成
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
現
代
的
な
Ӧ
業

手
法
を
も
う
少
し
ษ
ڧ
し
て
み
よ

う
と
考
え
て
い
る
。

皆
様
に
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
ڵ
ຯ
を

よ
り
࣋
っ
て
い
た
だ
き
、
৮
る
こ

と
で
少
し
で
も
深
く
ཧ
解
を
し
て

い
た
だ
く
。
そ
の
上
で
、
ݩ
々
の

目
的
で
あ
っ
た
ࡏ
ݿ
等
々
の
情
報

を
会
員
企
業
で
共
༗
す
る
こ
と
に

も
う
１
౓
ν
ャ
レ
ン
ジ
さ
せ
て
い

た
だ
こ
う
か
と
ࢥ
う
。

４
月
に
Ｃ
Ｅ
Ｐ
の
皆
様
に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
よ
う
な
目

的
を
આ
໌
し
て
予
ࢉ
を
い
た
だ

き
、
26
年
౓
の
ҕ
員
会
を
続
け
た

い
。ま

た
Ｊ
Ｅ
Ｐ
に
も
、
そ
の
内
༰

や
結
果
を
報
ࠂ
さ
せ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
ࢥ
っ
て
い
る
。

˔
ؔ
౦
ߕ
৴
ӽ
ి
ࢠ
੍
ޚ
෦
඼
ྲྀ

௨
ڠ
ٞ
ձ
ớ
̣
Ｅ
Ｐ
Ờ

̣
Ｅ
Ｐ
か
ら
は
、
༄
ా
Ղ
ࠀ
ཧ

事
が
次
の
よ
う
に
地
۠
情
੎
を
報

ࠂ
し
た
。

関
౦
ߕ
信
ӽ
地
۠
の
地
۠
情
੎

だ
が
、
�
�
�
�
年
౓
の
経
済
環

境
的
に
は
や
っ
ͺ
り
൒
導
体
業
ք

が
ݗ
Ҿ
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
ಛ

に
൒
導
体
੡
造
装
ஔ
市
場
が
ա
ڈ

最
高
を
ߋ
新
す
る
と
い
う
;
う
に

見
ࠐ
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
൐
っ

て
設
備
౤
資
の
ध
要
な
ど
、
Ը
ܙ

を
ड
け
て
い
け
る
の
か
な
と
予
想

し
て
い
る
。

現
実
、
औ
Ҿ
先
に
お
い
て
も
次

年
౓
の
見
通
し
が
લ
年
౓
ൺ
２
０

０
ˋ
と
い
う
࿩
も
出
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
ٸ
な
立
ち
上
が
り
に
よ

っ
て
各
部
品
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
先

行
手
配
や
ࡏ
ݿ
の
ੵ
み
૿
し
の
要

求
な
ど
が
ඇ
ৗ
に
き
て
い
る
。

一
方
で
、
自
動
車
や
産
業
機
ث

向
け
の
൒
導
体
の
ध
要
が
一
時
的

に
ऑ
ؚ
み
し
て
、
企
業
に
よ
っ
て

業
੷
や
౤
資
計
画
が
ೋ
ۃ
化
す
る

と
い
う
可
能
ੑ
も
指
ఠ
さ
れ
て
い

る
。総

͡
て
൒
導
体
関
連
の
市
گ
が

押
し
上
げ
て
い
く
と
い
う
ঢ়
گ
だ

が
、
全
般
的
に
੡
造
業
全
体
で
は

生
産
指
数
は
横
ば
い
か
ら
ऑ
ؚ
み

で
推
Ҡ
し
て
お
り
、
地
域
経
済
は

ґ
વ
ۤ
࿑
し
て
い
る
。

足
ݩ
の
ಢ
໦
県
、
ҵ
৓
県
の
ঢ়

گ
は
、
設
備
౤
資
に
৻
重
だ
が
人

手
ෆ
足
を
എ
ܠ
に
、
ল
ྗ
化
し
な

け
れ
ば
生
き
࢒
れ
な
い
、
高
෇
加

価
値
化
し
な
け
れ
ば
ڝ
争
に
উ
て

な
い
な
ど
の
ཧ
༝
で
、
生
産
ੑ
向
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༄
ా
ཧ
ࣄ

த
໺
ཧ
ࣄ

൐
໺
ཧ
ࣄ

上
を
目
的
と
し
た
ध
要
が
֬
実
に

૿
え
て
き
て
い
る
。

ݪ
ࡐ
料
の
高
ಅ
と
か
ۚ
ར
の
Ҿ

き
上
げ
の
Ө
ڹ
な
ど
৭
々
と
問
題

は
あ
る
が
、
や
は
り
次
な
る
成
長

ྖ
域
に
向
か
っ
て
い
く
に
は
、
業

ք
に
お
け
る
情
報
の
共
༗
や
連

携
、
こ
う
い
っ
た
も
の
を
ڧ
め
る

こ
と
が
一
層
ඞ
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。

̣
Ｅ
Ｐ
に
お
い
て
も
、
そ
の
こ

と
を
؊
に
໏
͡
て
活
動
し
て
い
き

た
い
と
ࢥ
う
。

̣
Ｅ
Ｐ
の
活
動
だ
が
、
２
０
２

５
年
の
̣
Ｅ
Ｐ
の
活
動
が
े
分
に

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
ΰ
ル
フ
の
਌

ກ
会
な
ど
৭
々
と
考
え
て
い
た

が
、
実
ࢪ
ま
で
は
い
か
な
か
っ

た
。２

０
２
６
年
に
つ
い
て
は
、
６

月
に
਌
ກ
会
と
総
会
を
計
画
し
て

い
る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ど

を
活
用
し
な
が
ら
ษ
ڧ
会
、
多
種

多
様
な
ߨ
習
会
な
ど
を
企
画
し

て
、
会
員
の
皆
様
と
コ
ミ
ュ
ニ
έ

ー
シ
ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

今
現
ࡏ
、
会
員
が
14
社
、
ࢍ
ॿ

会
員
が
̏
社
の
計
17
社
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
会
員
拡
大
に
向
け
た

औ
り
組
み
も
ܧ
続
し
て
い
き
た
い
。

˔
த
ɾ
࢛
ࠃ
ి
ࢠ
੍
ޚ
෦
඼
ྲྀ
௨

ڠ
ٞ
ձ
ớ
̘
̨
Ｅ
Ｐ
Ờ

Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
か
ら
は
、
த
野
和
ٱ

ཧ
事
が
次
の
よ
う
に
Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
の

活
動
と
地
۠
情
੎
に
つ
い
て
報
ࠂ

し
た
。

Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
会
は
、正
会
員
1�
社
、

ࢍ
ॿ
会
員
̏
社
、
報
ಓ
が
２
社
、

合
計
24
社
と
な
っ
て
い
る
。
電
子

部
໳
が
６
社
、
੍
ޚ
が
13
社
と
、

会
員
が
１
社
、
２
社
と
減
っ
て
い

る
。
ま
た
電
子
部
໳
の
会
員
が
少

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
ಛ
に
会
員

の
૿
ڧ
を
推
進
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
考
え
て
い
る
。

Ｃ
Ｓ
Ｅ
Ｐ
会
の
活
動
だ
が
、
ࡢ

年
10
月
の
定
ྫ
会
で
は
ࢍ
ॿ
会
員

で
あ
る
ト
ラ
ン
ス
メ
ー
カ
ー
の
ඒ

機
電
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で
あ
る
ブ

ロ
ー
υ
サ
ー
ビ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
を

ฉ
い
た
。

同
社
は
主
に
̠
Ｄ
Ｄ
Ｉ
、
ａ
̈́

の
ج
地
ہ
อ
क
と
い
う
こ
と
で
、

点
ݕ
業
務
で
携
ଳ
電
࿩
の
通
信
イ

ン
フ
ラ
を
क
る
た
め
に
24
時
間
̏

６
５
日
Ք
ಇ
。
２
０
１
１
年
の
౦

日
本
大
਒
災
時
に
は
、
い
ち
ૣ
く

広
島
か
ら
現
地
入
り
し
て
、
ன
໷

を
問
わ
ず
෮
چ
作
業
に
ै
事
し
た

と
い
う
。
໷
த
に
出
動
す
る
こ
と

が
月
に
̏
分
の
１
ほ
ど
あ
る
そ
う

だ
。11

月
の
定
ྫ
会
は
、
ࢲ
が
台
࿷

出
張
で
ܽ
੮
を
し
た
が
、
プ
レ
ゼ

ン
は
෋
࢜
電
機
テ
ク
ニ
カ
社
が
行

い
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
ཕ
サ
ー
ジ
対
策
）

に
つ
い
て
の
঺
հ
で
、
サ
ー
ジ
を

バ
イ
パ
ス
し
て
ア
ー
ス
に
์
流
し

て
対
৅
企
業
を
क
る
と
い
う
঎
品

の
આ
໌
を
ฉ
い
た
。

12
月
は
定
ྫ
会
が
な
く
、
２
０

２
６
年
の
新
य़
լ
ࢺ
交
׻
会
を
１

月
21
日
に
行
っ
た
。
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
԰

ٶ
会
長
に
も
ご
出
੮
い
た
だ
き
、

情
報
交
׵
と
਌
ກ
を
深
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
時
に
行
っ
た
新
य़
ߨ
ԋ
会

で
は
シ
ナ
ジ
ー
ク
リ
エ
イ
ツ
と
い

う
会
社
の
代
表
で
あ
り
、
̯
世
代

戦
ྗ
化
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
野
ଜ

໌
未
様
に
、「
̯
世
代
を
஌
る
、
ཧ

解
を
す
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

ए
手
の
࠾
用
と
定
ண
、
ҭ
成
の
ݤ

と
い
う
ߨ
ԋ
を
し
て
い
た
だ
い

た
。
զ
々
ত
和
生
ま
れ
は
、
ੲ
は

こ
う
だ
っ
た
と
ݴ
っ
て
し
ま
う

が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
ݴ
わ
ず
、

今
の
̯
世
代
を
ཧ
解
し
て
࿩
を
ฉ

い
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
と
の
こ

と
だ
っ
た
。

２
月
18
日
の
定
ྫ
会
は
、
サ
ト

ー
パ
ー
ツ
の
プ
レ
ゼ
ン
を
ฉ
い

た
。
同
社
は
キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
を

࣋
っ
て
お
ら
れ
、
ぜ
ひ
ར
用
し
て

く
だ
さ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
同

社
の
੡
品
は
信
པ
ੑ
が
高
く
、
ま

た
数
量
も
１
個
か
ら
ൢ
ച
が
で
き

る
と
い
う
આ
໌
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
４
月
か
ら
西
日
本
エ

リ
ア
、
த
࢛
国
エ
リ
ア
と
し
て
、

広
島
出
張
所
を
開
設
す
る
と
い
う

આ
໌
も
あ
っ
た
。

地
۠
情
੎
に
つ
い
て
は
、
ࡢ
年

̏
月
に
開
業
し
た
新
広
島
駅
の
駅

ビ
ル
の
名
称
は
ｍ
ｉ
ｎ
ａ
ｍ
ｏ
ａ

（
ミ
ナ
モ
ア
）
と
い
う
が
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
の
20
日
間
で
２
２
１
万

人
が
来
場
し
て
い
る
。
ա
ڈ
の
広

島
駅
は
ؓ
ࢄ
と
し
て
い
た
が
、
新

し
い
駅
に
な
り
毎
月
２
４
０
万
人

～
２
５
０
万
人
が
訪
れ
る
大
੝
گ

で
、
活
گ
と
経
済
効
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
。

ま
た
広
島
市
内
は
現
ࡏ
、
঎
業

ビ
ル
の
ݐ
設
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
っ
て

い
る
。
高
層
ビ
ル
が
少
な
か
っ
た

広
島
に
高
層
ビ
ル
が
ど
ん
ど
ん
で

き
て
き
て
い
る
。

こ
れ
以
外
に
は
、
呉
に
戦
艦
大

和
の
10
分
の
1
サ
イ
ズ
の
模
型
が

展
示
さ
れ
て
い
る
大
和
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
４
月
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
。
広
島

に
き
て
い
た
だ
い
た
時
に
は
、
見

学
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

加
え
て
、
広
島
に
あ
る
൒
導
体

メ
ー
カ
ー
の
マ
イ
ク
ロ
ン
が
広
島

工
場
を
૿
設
し
て
、
Ａ
Ｉ
向
け
の

先
端
൒
導
体
や
次
世
代
メ
モ
リ
ー



（ ）7 電 子 部 品 流 通 第259号 26年 5 月

ཧࣄձの༷ࢠ

の
量
産
を
加
速
さ
せ
る
と
い
う
。

２
０
２
５
年
～
２
０
２
９
年
に
１

ஹ
５
千
ԯ
ԁ
の
౤
資
を
行
い
、
੓

෎
も
５
̏
６
０
ԯ
ԁ
を
ॿ
成
す

る
。
生
成
Ａ
Ｉ
൒
導
体
が
こ
れ
か

ら
ど
ん
ど
ん
৳
び
て
い
く
こ
と
に

な
る
。

各
地
の
皆
様
の
࿩
と
も
共
通
す

る
が
、
生
成
Ａ
Ｉ
の
分
野
は
৳
び

て
い
る
が
一
般
の
産
業
が
な
か
な

か
ݫ
し
い
ঢ়
گ
に
あ
る
と
い
う
の

は
、
こ
の
த
࢛
国
地
۠
も
変
わ
ら

な
い
。

し
か
し
、
ݩ
ؾ
の
ྑ
い
広
島
が

த
࢛
国
の
経
済
を
Ҿ
っ
張
り
、
経

済
発
展
す
る
の
で
は
な
い
か
と
ࢥ

っ
て
い
る
。

˔
۝
भ
ి
ࢠ
ྲྀ
௨
ۀ
ڠ
ٞ
ձ
ớ
̠

̧
Ｐ
Ờ

̠
Ｒ
Ｐ
か
ら
は
、
൐
野
߽
ཧ
事

が
次
の
よ
う
に
活
動
と
地
۠
情
੎

に
つ
い
て
報
ࠂ
し
た
。

̠
Ｒ
Ｐ
は
正
会
員
数
�
社
、
ࢍ

ॿ
会
員
数
6
社
と
な
っ
て
い
る
。

活
動
と
し
て
は
、
１
月
20
日
に

෱
Ԭ
エ
レ
コ
ン
交
流
会
さ
ん
と
෱

Ԭ
市
機
ց
ۚ
ଐ
工
業
会
さ
ん
と
̏

団
体
合
同
で
լ
ࢺ
交
׻
会
を
行

い
、
43
名
の
参
加
と
な
っ
た
。
そ

の
際
、
ௗ
ࣂ
ീ
഼
ٶ
の
ࢁ
内
ٶ
࢘

に
ߨ
ԋ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。今

後
は
５
月
に
総
会
を
予
定
し

て
い
る
。
̠
Ｒ
Ｐ
は
あ
ま
り
活
動

が
で
き
て
い
な
い
の
で
、
し
っ
か

り
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
ࢥ
っ

て
い
る
。

۝
भ
の
地
۠
情
੎
報
ࠂ
だ
が
、

۝
भ
の
൒
導
体
関
連
は
こ
こ
１
年

～
２
年
で
ݐ
設
の
フ
ェ
ー
ズ
か
ら

実
際
に
モ
ノ
が
流
れ
始
め
る
量
産

フ
ェ
ー
ズ
へ
と
໌
֬
に
段
階
が
変

わ
っ
て
き
て
い
る
。

൒
導
体
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
装
ஔ
、
ࡐ
料
、
電
子
部
品
、

物
流
、
人
ࡐ
ま
で
ؚ
め
て
始
め
て

い
る
ঢ়
گ
。
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
だ
け
に
ݶ

ら
ず
、
ソ
ニ
ー
や
ル
ネ
サ
ス
と
い

っ
た
メ
ー
カ
ー
も
、
車
ࡌ
産
業
向

け
を
࣠
に
生
産
能
ྗ
の
向
上
を
ܧ

続
し
て
い
る
。

۝
भ
は
、
改
め
て
シ
リ
コ
ン
ア

イ
ラ
ン
υ
と
し
て
の
ଘ
ࡏ
ײ
を
औ

り
໭
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
ঢ়
گ
だ

と
ײ
͡
て
い
る
。

൒
導
体
ध
要
が
か
な
り
高
ま
っ

て
お
り
、
ま
た
部
ࡐ
の
֬
อ
の
動

き
も
見
ら
れ
、
ࡏ
ݿ
ෆ
足
が
多
少

出
て
き
て
い
る
。
ま
た
੡
造
上
で

は
人
手
ෆ
足
が
大
き
な
問
題
と
な

っ
て
お
り
、
ど
こ
も
人
が
足
り
な

い
と
ݴ
わ
れ
て
い
る
。

人
手
ෆ
足
は
大
き
な
問
題
だ

が
、
঎
社
が
実
務
の
一
部
を
担
う

ଘ
ࡏ
と
し
て
よ
り
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
現
場
が
実
際
に
動
い
て
い
る

か
ら
こ
そ
࢓
事
が
૿
え
て
い
る
と

い
う
લ
向
き
な
ଆ
面
も
あ
る
と
ଊ

え
て
お
り
、
今
後
は
ち
Ỵ
ん
と
動

く
、
最
後
ま
で
面
౗
を
見
る
と
い

っ
た
対
Ԡ
ྗ
が
উ
者
に
つ
な
が
る

か
と
ࢥ
っ
て
い
る
。

ɾ
ͦ
ͷ
ଞ

地
۠
情
੎
報
ࠂ
の
終
ྃ
後
、
各

地
۠
か
ら
の
情
報
提
供
に
԰
ٶ
会

長
が
ײ
ँ
を
ड़
べ
た
後
、
各
地
۠

で
行
わ
れ
る
総
会
に
で
き
る
ݶ
り

参
加
し
て
い
く
こ
と
が
ޠ
ら
れ

た
。ま

た
ࡔ
෭
会
長
か
ら
も
、
各
地

۠
で
そ
れ
ͧ
れ
テ
ー
マ
を
ߜ
っ
て

࠾
用
や
人
ࡐ
の
ҭ
成
等
に
औ
り
組

ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
情
報
提
供

を
お
ئ
い
し
た
い
な
ど
の
要
๬
が

出
さ
れ
た
。

最
後
に
次
回
の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ཧ
事
会

を
ྩ
和
８
年
̓
月
̓
日
に
オ
ン
ラ

イ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
行
う
こ
と

が
改
め
て
֬
ೝ
さ
れ
、
ཧ
事
会
が

終
ྃ
し
た
。
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『
２
０
２
̓
̟
Ｅ
̥
ձ
һ
名
฽
ڠ『
ࢍ
広
ࠂ
Λ
ื
ू

̘
̚
̖
Ｔ
̚
̘
΍
̚
̘
̪
̨
̷
ｏ
͆
Ͱ
഑
෍

全
国
電
子
部
品
流
通
連
合
会

（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
で
は
、『
２
０
２
̓
Ｊ

Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
』
の
協
ࢍ
広
ࠂ
を

募
集
し
て
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
で
は
各
୯
組
に
加
入
し

て
い
る
会
員
企
業
と
ࢍ
ॿ
会
員
の

連
བྷ
先
や
ホ
ー
ム
ϖ
ー
ジ
の
̦
Ｒ

コ
ー
υ
、
さ
ら
に
は
औ
ѻ
品
目
や

事
業
内
༰
が
঺
հ
さ
れ
た
Ｊ
Ｅ
Ｐ

会
員
名
簿
を
毎
年
、
作
成
し
て
い

る
。こ

の
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
は
、
Ｃ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
や
電
子
機
ث
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
で
配
布
さ

れ
て
お
り
、
今
回
、
作
成
さ
れ
る

『
２
０
２
̓
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
』

は
、
10
月
13
日
～
16
日
に
掛
け
、

千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ

れ
る
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２

６
」
と
、
来
年
の
開
催
が
予
定
さ

れ
て
い
る
電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
̓
に
お

い
て
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
事
務
ہ
も
ブ
ー
ス

出
展
し
、
各
展
示
会
の
来
場
者
に

向
け
て
配
布
す
る
予
定
と
な
っ
て

い
る
。

そ
の
た
め
Ｊ
Ｅ
Ｐ
事
務
ہ
で

は
、
こ
の
会
員
名
簿
の
作
成
に
当

た
り
、
会
員
企
業
に
協
ࢍ
広
ࠂ
の

お
ئ
い
を
し
て
い
る
。

今
回
、
５
千
部
の
会
員
名
簿
を

作
成
す
る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、

協
ࢍ
広
ࠂ
は
そ
の
作
成
අ
用
に
充

て
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
ご
協
ྗ
を
お
ئ
い
し
た

い
。

ま
た
協
ࢍ
広
ࠂ
に
出
ߘ
し
た
企

業
に
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
ホ
ー
ム
ϖ
ー

ジ
に
お
い
て
年
間
を
通
し
て
広
ࠂ

を
掲
ࡌ
す
る
。

こ
れ
以
外
に
、
会
員
名
簿
に
は

Ｊ
Ｅ
Ｐ
の
機
関
ࢴ
で
あ
る
『
電
子

部
品
流
通
ಛ
ผ
߸
』
も
੝
り
ࠐ
ま

れ
、
こ
こ
に
は
各
地
۠
団
体
の
総

会
報
ࠂ
や
活
動
内
༰
な
ど
も
঺
հ

さ
れ
る
。

な
お
、
ࡢ
年
の
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ

２
０
２
５
の
来
場
者
数
は
９
万
８

８
８
４
人
。
８
１
０
社
／
団
体
が

出
展
し
、
こ
の
内
の
̏
１
８
社
／

団
体
が
新
ن
で
の
出
展
と
な
っ

た
。
ま
た
電
子
機
ث
ト
ー
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２
０
２
５
で

は
、４
万
９
̓
６
０
人
が
来
場
し
、

４
̏
̓
社
が
出
展
。

こ
の
両
展
示
会
で
は
Ｊ
Ｅ
Ｐ
事

務
ہ
が
ಛ
੡
エ
コ
バ
ッ
グ
に
Ｊ
Ｅ

Ｐ
会
員
名
簿
を
入
れ
て
配
布
し
、

多
く
の
来
場
者
が
࣋
ち
ؼ
る
結
果

と
な
っ
た
。

̎
̌
̎
̒
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
һ
໊
฽

໊
฽
に
は
֤
ࣾ
ϗ
ー
Ϝ
ϖ
ー
δ
の
̦
̧
コ
ー
υ
΍
ࣄ
ۀ
಺
༰
も
ܝ
ࡌ

昨
年
の
ల
ࣔ
会
Ͱ
も
഑
෍
し
た
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ి
ࢠ
ػ
ث
τ
ồ
λ
ϧ
ι
Ϧ
ỿ
ồ
γ
ἀ
ϯ
ల
２
０
２
６

̚
̘
̪
̨
̷
ｏ
̬
ʹ
は
11
ࣾ
が
ࢀ
Ճ
ʂ

一
般
社
団
法
人
日
本
電
子
回
࿏

工
業
会
が
主
催
す
る
「
電
子
機
ث

ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
展
２

０
２
６
」（
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ

ｗ
）
が
２
０
２
６
年
６
月
10
日
～

12
日
の
日
ఔ
で
、
౦
ژ
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
౦
展
示
౩
で
開
催
さ
れ
る
。

同
展
は
、
全
国
電
子
部
品
流
通

連
合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
と
౦
ژ
都
電

機
Է
঎
業
協
同
組
合
（
Ｔ
Ｅ
Ｐ
）

か
ら
の
参
加
企
業
に
よ
っ
て
実
ࢪ

さ
れ
る
「
Ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｔ
ｒ
ｏ
ｎ
ｉ

ｃ
ｓ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ｏ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ

ˍ

̪
ｎ
ｉ
ｔ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
（
Ｅ

Ｃ
̪

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
）」
に
加
え
、

ୈ
55
回
国
際
電
子
回
࿏
産
業
展
、

ୈ
40
回
最
先
端
実
装
技
術
・
パ
ッ

έ
ー
ジ
ン
グ
展
、
ୈ
27
回
実
装
プ

ロ
セ
ス
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
展
、
Ａ
Ｉ

デ
バ
イ
ス
展
、
電
ؾ
・
光
఻
送
技

術
展
、
イ
ー
テ
キ
ス
タ
イ
ル
／
ウ

ェ
ア
ラ
ブ
ル
展
で
構
成
。
26
年
展

か
ら
は
、
新
た
に
൒
導
体
産
業
展

と
̤
Ｓ
Ａ
Ｔ

Ｓ
ｏ
ｌ
̈́
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
が
加
わ
る
。

な
お
、
開
催
初
日
に
は
主
催
団

体
の
代
表
ら
に
よ
る
開
会
の
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
や
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
等
が

行
わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
は
、
ࡢ

年
４
４
２
社
／
団
体
が
出
展
し
、

来
場
者
数
は
４
万
９
̓
６
０
名
と

な
っ
た
大
ن
模
な
展
示
会
。
出
展

し
た
会
員
企
業
か
ら
は
、「
新
た
な

開
୓
先
に
つ
な
が
っ
た
」、「
優
ल

な
人
ࡐ
の
঺
հ
に
つ
な
が
っ
た
」、

「
社
員
が
Ｅ
Ｃ
̪

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
で

の
展
示
に
合
わ
せ
、
新
し
い
ݕ
౼

を
行
っ
て
い
る
」「
社
員
た
ち
が
展

示
を
ݕ
౼
し
、
஫
目
を
集
め
、
集

٬
す
る
よ
う
に
ؤ
張
っ
て
お
り
、

成
長
に
つ
な
が
っ
て
い
る
」
等
の

意
見
も
出
て
い
る
。

༷
ʑ
ͳ
ߨ
ԋ
も
࣮
ࢪ

な
お
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ａ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
で

は
、
様
々
な
ߨ
ԋ
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
実
ࢪ
さ
れ
る
。

「
ଞ
で
は
ゼ
ッ
タ
イ
ฉ
け
な
い

『
主
催
者
セ
ミ
ナ
ー
』」
で
は
、

ଜ
ా
੡
作
所
の
「
初
出
展
ʂ
த
ۭ

構
造
で
௒
௿
ଛ
ࣦ
ج
൘
を
実
現

̪
̡
Ｔ
Ｉ
Ｃ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
」、
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
イ
ン
μ
ス
ト
リ
ー
に
よ
る

「
ط
ଘ
Ｐ
Ｃ
Ｂ
工
ఔ
ˍ
フ
ィ
ル
ム

型
ج
൘
ࡐ
料
を
活
用
し
た
プ
リ
ン

ト
配
線
൘
の
高
प
೾
対
Ԡ
・
ඍ
細

化
対
Ԡ
」、̣
Ｐ
̤
法
人
ೆ
஌
চ
・

ώ
グ
マ
情
報
セ
ン
タ
ー
と
マ
ク
セ

ル
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
、
イ
ー
マ
キ
ー

昨
年
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

Ｅ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
会
場
の
様
子

会
場
に
は
学
生
も
訪
れ
た

ナ
に
よ
る
「
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

が
変
え
る
野
生
動
物
の
生
ଶ
調
査

（
Ծ
）
／
デ
ジ
タ
ル
で
挑
Ή
ௗ
्

ඃ
害
対
策
ʂ
（
Ծ
）
／
イ
ー
マ
キ

ー
ナ
が
考
え
る
社
会
ߩ
ݙ
型
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
」
な
ど
の
ߨ
ԋ
や

࠲
ஊ
会
を
実
ࢪ
予
定
。

こ
の
ଞ
に
も
、「
高
機
能
・
高
密

౓
化
を
実
現
す
る
配
線
൘
੡
造
技

術
」、「
Ԡ
用
拡
が
る
̏
次
ݩ
実
装

技
術
の
最
新
動
向
」、「
モ
ビ
リ
テ

ィ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の
現
ঢ়
ử

新
し
い
エ
コ
バ
ッ
グ
も
用
意
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車
ࡌ
と
Ӊ
஦
産
業
機
ث
に
お
け
る

実
装
技
術
ử
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に

し
た
最
先
端
実
装
技
術
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
や
様
々
な
出
展
者
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
も
実
ࢪ
さ
れ
る
の

で
、
ૣ
め
に
ߨ
ԋ
等
を
֬
ೝ
し
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ùý
೥
展
͸
øø
ࣾ
͕
ࢀ
Ճ
༧
ఆ

な
お
２
０
２
６
年
に
開
催
さ
れ

る
Ｅ
Ｃ
̪

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
に
は
、
Ｔ

Ｅ
Ｐ
か
ら
は
ࡾ
共
社
、
ジ
ュ
パ
、

メ
ト
ロ
電
ؾ
、
ア
ー
ル
電
子
、
日

઒
電
機
、
൧
ా
通
঎
、
グ
ロ
ー
バ

ル
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
̓
社
が
参
加

を
予
定
。
ま
た
Ｊ
Ｅ
Ｐ
か
ら
は
、

Ԭ
本
ແ
線
電
機
、౦
ѥ
ແ
線
電
機
、

ツ
ル
タ
੍
ޚ
機
ث
、
成
電
社
の
４

社
が
参
加
を
予
定
。

事
務
ہ
も
参
加
し
、
会
場
で
は

『
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会
員
名
簿
』
と
ಛ
੡
エ

コ
バ
ッ
グ
の
配
布
も
実
ࢪ
す
る
。

ùü
೥
ͷ
དྷ
৔
ऀ
ͷ
܏
޲

ま
た
同
展
で
は
展
示
会
終
ྃ

後
、
結
果
報
ࠂ
を
発
表
し
、
来
場

者
分
ੳ
も
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
展
示
会
全
体

を
通
し
て
来
場
者
の
ڵ
ຯ
の
あ
る

੡
品
分
類
ớ
Լ
ද
Ờ
も
発
表
さ
れ

て
お
り
、
最
多
の
関
心
と
な
っ
た

の
は
プ
リ
ン
ト
ج
൘
੡
品
で
45

ˋ
、
次
点
が
電
子
回
࿏
実
装
ج
൘

੡
造
プ
ロ
セ
ス
（
実
装
部
品
・
実

装
関
܎
ࡐ
料
・
装
ஔ
）
で
36
・
４

ˋ
と
な
っ
た
。
こ
れ
以
外
に
25
年

の
Ｅ
Ｃ
̪

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
の
来
場
者

分
ੳ
ớ
্
ද
ࢀ
র
Ờ
も
発
表
さ
れ

て
い
る
の
で
、֬
ೝ
し
て
ほ
し
い
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
／
Ｔ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー
ス
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Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
／
開
催
概
要

テ
ー
マ
は「
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

Ｊ
Ｅ
̞
Ｔ
̖
も
൒
ಋ
ମ
࢈
ۀ
ਓ
生

ή
ー
Ϝ
Ͱ
Ξ
ϐ
ー
ϧ

昨
年
の
Ｃ
Ｅ
̖
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ͱ
も
໊
฽

Λ
഑
෍

一
般
社
団
法
人
電
子
情
報
技
術

産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
は
、

２
０
２
６
年
10
月
13
日
～
16
日
ま

で
の
４
日
間
、
幕
張
メ
ッ
セ
（
千

葉
県
千
葉
市
）
に
て
「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
」
を
開
催
す
る
こ

と
を
発
表
し
た
。

今
回
で
27
回
目
の
開
催
と
な
る

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
は
、
毎

年
10
月
に
開
催
し
て
い
る
国
内
最

大
級
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
総
合
展
。
25
年
は
８
１
０
社
／

団
体
が
出
展
し
、
９
万
８
８
８
４

人
が
来
場
し
た
。

26
年
展
は
開
催
テ
ー
マ
に
「
Ｔ

ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

―
企
業
が
、
産
業
が
、
そ
し
て
社

会
が
変
わ
る
―
」
を
挙
げ
、
経
済

発
展
と
社
会
課
題
の
解
決
を
両
立

す
る「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
５
・０
」

の
実
現
を
目
指
し
、
あ
ら
ゆ
る
産

業
・
業
種
の
人
と
技
術
・
情
報
が

集
い
、「
共
創
」
に
よ
っ
て
未
来
を

描
く
場
を
提
供
す
る
と
し
て
お

り
、
優
れ
た
技
術
や
構
想
を
披
露

す
る
場
に
と
ど
ま
ら
ず
、
変
革
の

価
値
を
上
げ
、
社
会
実
装
を
加
速

さ
せ
る
舞
台
と
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
の
展

示
エ
リ
ア
は
、
社
会
課
題
解
決
に

向
け
た
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
、サ
ー
ビ
ス
全
般
の「
一

般
展
示
エ
リ
ア
」、
先
端
技
術
や

社
会
課
題
へ
の
挑
戦
、
産
業
・
社

会
構
造
の
変
革
を
テ
ー
マ
ご
と
に

発
信
す
る
「
Ｘ
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ

ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
パ
ー
ク
」

で
は
、
Ａ
Ｉ
（
生
成
Ａ
Ｉ
／
フ
ィ

ジ
カ
ル
Ａ
Ｉ
／
量
子
／
次
世
代
通

信
／
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
）
や
サ
ス
テ

ナ
ブ
ル
（
Ｇ
Ｘ
／
脱
炭
素
［
再
エ

ネ
、
蓄
電
、
カ
ー
ボ
ン
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
、
資
源
循
環
・
サ
ー
キ
ュ
ラ

ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
］）な
ど
を
展
示
。

ま
た
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
や
大

学
研
究
機
関
が
革
新
的
な
技
術
や

ア
イ
デ
ア
を
発
信
す
る
「
ネ
ク
ス

ト
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
」

や
各
国
・
地
域
の
大
使
館
や
公
的

機
関
の
募
集
に
よ
り
、
パ
ビ
リ
オ

ン
に
出
展
す
る
海
外
の
企
業
が
展

示
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
パ
ー
ク
」

等
で
構
成
さ
れ
る
。

な
お
主
催
者
企
画
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
ホ
ー
ム
や
個
人
の
暮
ら
し

に
関
わ
る
関
連
技
術
・
サ
ー
ビ
ス

を
幅
広
く
発
信
す
る
「
暮
ら
し
の

Ｄ
Ｘ
パ
ビ
リ
オ
ン
」、
人
口
減
少

や
高
齢
化
、
環
境
問
題
、
さ
ら
に

は
災
害
時
の
物
資
輸
送
な
ど
、
多

岐
に
渡
る
社
会
課
題
に
対
し
、
デ

ー
タ
連
携
や
自
動
運
転
な
ど
の
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
解
決
策

を
提
示
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
交
通
社

会
パ
ビ
リ
オ
ン
」
等
も
用
意
す

る
。Ｃ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
の
エ
グ
ゼ
ク
テ

ィ
ブ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
務
め
る

鹿
野
清
氏
は「
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
は
、

デ
ジ
タ
ル
産
業
を
支
え
る
企
業

と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る

多
様
な
担
い
手
が
一
堂
に
会
し
、

技
術
の
進
化
と
社
会
実
装
を
加
速

さ
せ
る
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
総
合
展
で
す
。

２
０
２
５
年
の
大
阪
・
関
西
万

博
を
契
機
に
高
ま
っ
た
未
来
社
会

へ
の
関
心
を
、
具
体
的
な
産
業
・

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
へ
と
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
、
２
０
２
６
年
の
Ｃ

Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
求
め
ら
れ
る
重
要

な
役
割
の
１
つ
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ａ
Ｉ
を
始
め
と
す
る
先
端
技
術

の
社
会
実
装
は
、
新
た
な
段
階
に

突
入
し
、
Ｇ
Ｘ
や
Ｄ
Ｘ
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
と
結
び
つ
き

な
が
ら
、
企
業
や
産
業
、
社
会
を

大
き
く
変
革
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ

ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
）
し
続
け
て
い

ま
す
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
で
は



（ ）15 電 子 部 品 流 通 第259号 26年 5 月

こ
う
し
た
潮
流
を
踏
ま
え
、
産
業

横
断
型
の
共
創
と
実
践
的
な
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
を
、
よ
り
一
層
推
進
し

て
参
り
ま
す
。

自
社
の
技
術
や
構
想
を
社
会
に

示
し
、
新
た
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
出

会
い
、
次
の
成
長
に
つ
な
げ
る
絶

好
の
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
Ｃ
Ｅ
Ａ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
を
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。
多
く
の
企
業
・
団
体

の
皆
様
の
ご
出
展
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
」
と
し
て
い

る
。な

お
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２

６
に
お
け
る
各
企
画
の
詳
細
は
今

後
、
順
次
発
表
す
る
予
定
。

ま
た
日
本
自
動
車
工
業
会
が
主

催
す
る
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｍ
ｏ
ｂ

ｉ
ｌ
ｉ
ｔ
ｙ

Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

Ｂ
ｉ

ｚ
ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
２
０
２
６
（
ジ
ャ
パ

ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
シ
ョ
ー
ビ
ズ
ウ
ィ

ー
ク
２
０
２
６
）」
が
同
時
開
催

さ
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
。

両
イ
ベ
ン
ト
の
連
携
は
２
０
２
４

年
以
来
、
２
回
目
と
な
る
。

同
展
は
「
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｆ
ｏ
ｒ

ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
（
変
革
）」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
産
業
や
社
会
の
変

革
を
加
速
さ
せ
る
技
術
・
サ
ー
ビ

ス
が
集
う
場
。
そ
の
た
め
、
国
内

自
動
車
メ
ー
カ
ー
を
始
め
、
多
様

な
挑
戦
を
行
っ
て
い
る
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
、
大
学
・
研
究
機
関
、
事

業
会
社
な
ど
の
展
示
ブ
ー
ス
が
一

堂
に
会
す
こ
と
か
ら
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ

Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
と
の
連
携
効
果
も

期
待
さ
れ
て
い
る
。

Ｊ
Ｅ
Ｐ
も
出
展
、
名
簿
を
配
布

な
お
、
全
国
電
子
部
品
流
通
連

合
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｐ
）
は
毎
年
、
Ｃ
Ｅ

Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
出
展
し
、『
Ｊ
Ｅ
Ｐ
会

員
名
簿
』
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
エ
コ
バ

ッ
グ
を
配
布
す
る
こ
と
で
、
Ｊ
Ｅ

Ｐ
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
。

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
２
０
２
６
に
も

Ｊ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー
ス
を
出
展
す
る
予
定

な
の
で
、
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
に
来
場

の
際
は
、
ぜ
ひ
と
も
Ｊ
Ｅ
Ｐ
ブ
ー

ス
に
立
ち
寄
っ
て
ほ
し
い
。

ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
各
地
の
名
所〈
広
島
〉

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

大和ミュージアムのリニューアルチラシ

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
正
式
名

称
は
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
、
住

所
は
広
島
県
呉
市
宝
町
５
―
20
）

は
、
開
館
以
来
初
と
な
る
本
格
的

な
改
修
工
事
を
終
え
、
２
０
２
６

年
４
月
23
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ

ー
プ
ン
し
た
。

展
示
資
料
が
こ
れ
ま
で
の
約
１

８
０
０
点
か
ら
約
２
１
０
０
点
に

拡
充
さ
れ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
導

入
や
館
内
設
備
の
改
善
に
よ
り
、

よ
り
深
く
歴
史
や
科
学
を
学
べ
る

場
と
な
っ
て
い
る
。

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
太
平

洋
戦
争
終
戦
か
ら
60
年
目
に
当
た

る
２
０
０
５
年
（
平
成
17
年
）
４

月
23
日
に
開
館
さ
れ
た
博
物
館
。

呉
市
の
歴
史
的
観
光
資
源
を
再

発
見
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
お

り
、
呉
市
を
全
国
的
な
観
光
地
に

押
し
上
げ
た
。
こ
こ
で
は
平
和
学

習
や
産
業
技
術
を
見
学
す
る
こ
と

が
可
能
。
さ
ら
に
は
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
る
地
域
拠
点
の

役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

地
方
都
市
の
博
物
館
と
し
て
は

群
を
抜
い
た
来
場
者
数
と
な
っ
て

お
り
、
オ
ー
プ
ン
時
に
は
約
１
６

０
万
人
が
来
場
。
近
年
で
も
年
間

60
万
人
～
80
万
人
ほ
ど
が
訪
れ
て

い
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
展
示
の

目
玉
と
し
て
は
、１
／
10
戦
艦「
大

和
」
の
模
型
が
あ
る
。

こ
の
大
和
の
模
型
は
、
詳
細
に

作
ら
れ
て
い
た
が
、
最
新
の
海
底

調
査
結
果
を
反
映
し
、
艦
首
の
菊

の
紋
章
の
サ
イ
ズ
が
修
正
さ
れ
た

ほ
か
、
20
年
間
の
劣
化
補
修
も
行

わ
れ
、
よ
り
精
密
な
姿
で
展
示
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
画
面
で
戦
艦
大
和
の

詳
細
図
面
が
見
ら
れ
る
ア
ー
カ
イ

ブ
や
、
乗
組
員
の
戦
没
者
名
簿
・

手
記
等
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ

な
ど
も
拡
充
さ
れ
た
。

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
へ
の
ア
ク

セ
ス
は
、
広
島
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
呉
線

（
快
速
）
で
30
分
ほ
ど
掛
け
て
呉

駅
へ
。
呉
駅
か
ら
は
徒
歩
で
約
８

分
と
な
っ
て
い
る
。

地
方
都
市
の
博
物
館
と
し
て
は

類
を
見
な
い
累
計
来
場
者
数
を
誇

る
の
が
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
。
広

島
ま
で
き
た
時
に
は
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
？
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